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はじめに
レオノーラ・ミアノ（1973年生まれ）はカメルーン出身の女性作家である。
1991年来フランスに在住して、アフリカの内戦を描いた小説『夜の内側』
（2005年、ルイ・ギル賞）や、奴隷貿易の原点をたどった『影の季節』（2013年、
フェミナ賞）などの問題作を発表してきた。その作品群は、アフリカを舞台とし
たアフリカ・シリーズとフランスを舞台としたフランス・シリーズに大別される。
前者については『影の季節』を中心に拙稿で論じた 1)。
フランス・シリーズでは、フランス社会の黒人がテーマとされている。ミアノは
言う─｢フランスに黒人がいるのはもちろんだが、黒人のフランス人が存在する。
だが、21世紀のヘキサゴンで作られた文学や映画には、黒人はフランス人とし
ては表象されず、移民として､とりわけ不法移民として描かれるのみだ。白人作
家の作品では、黒人はつねに苦境にある外国人として表象されている。それゆえ、
フランスにおける黒人の生を知らしめることが自分のつとめと考えている｣2）。
このような問題意識の下で、2008年に小説『消えた星のように』と短編「ア
フロピアン・ソウル」が発表された。前者は、「ケミット」（古代エジプトの言葉
で「黒人」を意味する）と自己定義して、黒人至上主義を唱える活動家たちを描
いている。後者は、ケミットの運動をアフロピアンの視点から描いたものである。
両作品によって、作家は、ケミットの運動に対する自らの立場を表明しているが、
これについては別稿で明らかにした 3)。
それではアフロピアンとは何か。本稿では、「アフロピアン・ソウル」のタイ
トルが英語表記であることから、原則として、「アフロピアン」と日本語表記す
る。ただし、フランス語表現 Afropéen(ne)の日本語表記の方が妥当な場合は、
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適宜、アフロペアン（男性形）/アフロペエンヌ（女性形）とする。
短編「アフロピアン・ソウル」が出版された当時、アフロピアンはミアノの造
語とみなされることがあった。これに対して作家は「1990年代からアートの分
野などでこの言葉はすでに現れていた。アフロピアという架空の大陸の名が編み
出され、サブサハラ（＝サハラ以南のブラックアフリカ）の文化がヨーロッパに
及ぼしている影響を象徴する表現として用いられていた」と述べている4)。この
アフロピアを出発点として、作家は、「アフロピアン」に独自の意味づけを与え、
その普及を試みたといえる。
短編「アフロピアン・ソウル」では、アフロピアンとは「アフリカに祖先を持
つヨーロッパ人｣5)だとされている。
ミアノは、1990年代はじめに留学したが、当時、フランス生まれの黒人が、
フランス国籍であるにもかかわらず、自身のアイデンティティの根をアフリカや
カリブに置いていて、白人のみをフランス人と見なしていたことに衝撃を受けた
と語っている6)。
だが、2000年代に入って、フランスで生まれ育った黒人青年層のなかに、自
分たちはフランス人で、フランスは自分たちの国だという意識が育ってきたとい
う。彼らにとってフランスは、白人だけの国ではなく、自分たちの国でもある。
そして、白人が多数を占める社会で生きる黒人にとって、肌の色は個性の一部に
なるというのだ 7)。ヨーロッパに生まれ、このような意識を持つ人を、ミアノは
アフロピアンと呼んでいるといえる。
ところで、すでに見たように、ヨーロッパ生まれの黒人すべてが自分自身をア
フロピアンだと認識しているわけではない。ミアノは言う─｢2000年代のフラン
ス黒人で、アフロピアンとして自己定義する人たちは、サブサハラ・カリブか
ヨーロッパかのいずれかを選ぶことを拒否し、互いに影響し合う二つの世界のど
ちらにも身を置くことで自己を開花させている。かつての引き裂かれの場を、今
は変化の場としているのだ。ところで、サブサハラに祖先を持ち、ヨーロッパで
生まれた人の中には、自身をアフリカ人だと定義する人もいる。アンチルを起源
とする人の中には、自分をクレオールだという人も、アフロカリビアンだという
人もいる。ただ、アフロピアンとして自己定義する人だけが、ヨーロッパと平和
的な関係を結んでいるように思われる｣8)。ミアノは、個人は単一のアイデンティ
ティに還元されるものではなく、複数のアイデンティティの複合だと考えている。
その点から、アフロピアンという自己意識を、複数のアイデンティティを許容す
る考え方として評価しているといえよう。
さて、『消えた星のように』と「アフロピアン・ソウル」で、ケミット問題に
対する態度表明をした後、ミアノは、小説『エリーズのためのブルース』（2010）
で、政治活動とは無縁の、恋するアフロピアンの娘たちを描いた。小説は女性誌
『エル』の読者大賞を獲得し、2012年には、『アフロペエンヌ』のタイトルで戯
曲化されて、リムザン・フランコフォニー祭で上演されている。
読者からは「自分も暮らすパリなのに、異郷を旅しているように感じた。彼女
たちについて何も知らなかった」といった感想が寄せられ、「フランスにおける
黒人の経験を描いたものはこれまでほとんどなく、とりわけ今それが必要だ｣9)
というミアノの主張を裏付けるものとなっている。
では、知られざるアフロピアンの世界とは何か。本稿では、小説において、フ
ランスの黒人、とりわけアフロピアンの若い女性たちがどのように表現されてい
るかを明らかにする。そのために、まず小説の構造を示し、登場人物の意識の多
様な有り方をテーマ別に分析する。そして、作家が考えるアフロピアンの特質に
ついて考察しよう。
1．『エリーズのためのブルース』の構造
舞台は現代のパリである。4人のアフロピアンの女性たち、アカシャ、アマホ
ロ、マライカ、シャルの恋と友情が描かれている。彼女たちは、学歴があり、仕
事を持ち、経済的に自立している 30代初めの女性で、それぞれパートナーを求
めている。この設定から、アメリカのテレビ番組「セックス・アンド・ザ・シティ」
のフランス黒人版と評されてもいる10)。ただし、小説には、コミカルな仕立て
の中に一種のサスペンスが仕掛けられている。
作品は風俗小説でもある。ワリ・ファイ、ディヴィネアといったレストランやア
クセサリー・ブランドが実名で登場し、都市のアフロピアンの生態が描かれている。
小説は音楽アルバムの体裁をとっている。全体は八つの小話から構成され、そ
れぞれにタイトルが付されている。二カ所にインタールードがあり、最後にボー
ナス・トラックが付されて、2009年のオバマ大統領誕生を記念している。各話
には、登場人物に関連するテーマ音楽があり、各話の末尾にミュージシャンと曲
— 33—
名が示される。
小説全体は基本的にフランス語で書かれているが、英語やカムフラングレ（フ
ランス語、ドゥアラ語などのカメルーン民族諸語、俗語英語の混成語）、カリ
ブ・クレオールも用いられている。各話のタイトルには英語やカムフラングレが
多く用いられる。インタールードは全編カムフラングレで表記され、巻末にはこ
れを理解するための語彙表が付されている。登場人物が英語で発言する場合は、
英語表記され、欄外にフランス語訳が付されている。
各話は語り手によって客観的に語られるが、インタールードは登場人物の語り
のみである。各話はそれぞれ完結しているが、登場人物は複数の話に重複して登
場する。4話までは基本的に独立して話が進むが、5話から人間関係が互いに結
び合わされ、7話で謎が提示されて、8話で解決が与えられる。以下に、各話の
タイトルと主な登場人物、および引用されるミュージシャンを表にて示す。さら
に、各話のタイトルの意味を考察しつつ、その梗概を記す。
第1話「砂の妹」
アカシャ（サンスクリット語で「虚空」を意味する）は、パリ北部の企業に勤
め、20区に住んでいる。父はカメルーン出身、母はマルチニック出身の移民で
ある。両親はパリで出会って結婚したが、夫婦双方の一族がこの縁組みを認めず、
アカシャ以下三人のこどもをもうけながら夫婦関係は破綻し、妻がこどもを連れ
て家を出た。そのため、アカシャは学業を断念して就職した。
アカシャは、肌の色に左右されない幸せな家庭を築きたいという母の思いを受
け継ぎ、アフロデサンダン（アフリカ大陸に祖先を持つ人）との愛を成就させた
いと願ってきた。そしてついに、理想の男性に出会う。だが、相思相愛の夢が
叶ったかに見えたその時、相手は同性愛者であると告げて姿を消した。アカシャ
はだれにも打ち明けられないまま、心の傷を抱えている。人生をやり直そうと、
スピード・デートにも挑戦しようとするが、土壇場になると踏み出せない。
1話のタイトルは、アカシャのことを相手がサーブル・シスターと呼んだこと
に由来している。これは、エルドリッジ・クリーヴァが、詩集『ソウル・オン・
アイス』の中で、黒人男性の黒人女性に対する強い愛のよびかけとして用いた表
現だ。タイトルは、偽りの愛に傷ついたアカシャを象徴している。
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タイトル(タイトル表記) 主な登場人物 人物設定 引用されるミュー ジシャン
１　砂の妹（英語） アカシャ アフロピアン ジョビ・ベルナベ
ポロ・ロジーヌ
ミリー・ジャクソン
２　柔らかさを拒まれて アカシャ 既出 ジャン＝ミシェル・ロタン
（仏語） ビジュー カメルー ン出身の移民 アニック＆ジャンクロッド
エリーズ カメルー ン出身の移民 パスカル・ヴァロ
３　幻想即興曲（仏語） アマホロ アフロピアン バム
ミシェル サブサハラ系アフロピアン バロジ、カエ
シャル カメルー ン系アフロピアン オクシモ・プッチーノ
ガエタン フランス白人
インタールード：君の足、 ビジュー 既出
私の足（カムフラングレ）
４　私の愛する男(英語） マライカ アフロピアン ヴァレリー・ボストン
クワメ 英語圏サブサハラ系移民 サンドラ・ンカケ
ミリアム・マケバ
５　他性の姿（仏語） エステル カメルー ン系アフロピアン アイズレー・ブラザーズ
エルネスト カリブ系アフロピアン ザップ・ママ
マービン・ゲイ
マックスウェル
６　ハンサム（仏語） バティスト カメルー ン系アフロピアン カゼ
アンソニー ・ハミルトン
ミシェル・ンデゲオチェロ
インタールード：君の足、 ビジュー 既出
私の足（カムフラングレ）
7 それが愛（仏語） バティスト 既出 レオポール・ノール＆ヴ
シャル 既出 ジャン＝ルイ・ミュラ
エステル 既出 ミシェル・ンデゲオチェロ
ソフト
アルチュール・Ｈ
８　エリーズのための エリーズ 既出 ビル・ロコ
ブルース（仏語） レイモン カメルーン出身の移民 フランシス・ベベ
フレデリック 不詳 アラン・ジャン＝マリ
シャル 既出 ケイコ・ニムゼイ
エステル 既出
ボーナス：ニュービアン・ アマホロ 既出 ウーマック＆ウーマック
ラブ ─ 私たちの生活を ミシェル 既出 ドニー・ハサウェイ
バラックしよう！（英語） ビル・ウィザーズ
カーティス・メイフィールド
第2話「柔らかさを拒まれて」
サブサハラ系の女性たちが利用する美容院の、土曜の朝の情景を描いている。
ヘアスタイルについて客たちが熱く議論する。タイトルは、柔らかい直毛を持て
ず、縮れ毛で苦労する女性たちを意味している。
アカシャと美容師のココは自然派である。縮れ毛のままにして編み込むか、短
く切るのがよいと考えている。他の客たちは直毛派だ。若いキミーは、勤め先で
「エスニックな」編み込みの髪を禁じられ、強い薬を使って直毛にしようとして
いる。身だしなみに気をつかう初老のエリーズは、ナオミ・キャンベルの付け毛
を愛用している。若いビジュー（フランス語で「宝石」を意味する）は髪をいじ
りすぎて脱毛症になったため、ヘアピースをつけるつもりだ。
第3話「幻想即興曲」
アマホロはルワンダ語で「平和」を意味する。派手好みのブティック店員だが、
恋人のミシェルから音沙汰がないので落ち込んでいる。音響技師のミシェルは録
音スタジオで働いている。彼は、アマホロが即興的に示した性的技巧の巧みさに、
その道のプロであったかと恐れをなし、親友のガエタンに悩みを打ち明ける。
ガエタンはアフリカに生まれ育った白人男性で、大学以降移り住んでいるフラ
ンス社会になじめない。カメルーン系のシャルに夢中で、彼女を大陸に連れて行
きたいと思っているが、シャルはアフリカにはまったく興味がない。
インタールード「君の足、私の足」
タイトルは、アフリカのことわざをフランス語で表したもので、「君の足は僕
の足。いつも一緒（に動く）」の意である。小説の巻末では、「生きるも死ぬもい
つも一緒の意。しばしば友情について用いられる」と解説されている。
2話に登場した移民のビジューが、故郷の友人にタクシフォンから電話で打ち
明け話をしている。ビジューは、横柄なコートジボワール人の女性同僚に意趣返
しをするつもりで、その黒人の恋人を奪った。ところが、相手の男が本気になり、
同僚を捨ててビジューに結婚を迫ってきた。ビジューも彼に魅了され、つきあっ
てきたイニャスという男の存在がかすんでしまう。
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4話「私の愛する男」
アカシャ、アマホロ、マライカ、シャルは、Bigger than lifeという名のグルー
プを作っている。スワヒリ語で「天使」を意味するマライカが、一番乗りで結婚
することになった。相手のクワメはレストランで調理師として働いている。英語
のタイトルは、彼が英語圏サブサハラ出身の移民であることによる。
「スリムでなければ昇給できない」として、同僚がダイエットに励むのを尻目
に、マライカは好きなものを食べて、サイズ46の自分を肯定している。
だが、結婚を控えて、恋人がなぜわざわざ太った自分を選んだのか、愛情からで
なく、在留カードを得るための「灰色結婚」ではないかとの疑念に苦しみはじめる。
一方、クワメもマライカの変化に気づいたが、その理由が分らなかった。結婚
は延期すべきかと悩んでいた矢先、双子が生まれる夢を見る。それが正夢になれ
ば、こどものために結婚せざるをえず、マライカとの関係も変質しかねない。動
揺したクワメは彼女に電話をかけ、思わず英語で胸中を打ち明けた。クワメの誠
実な態度にマライカは疑念を払拭する。
第5話「他性の姿」
サブサハラ系のエステルとカリブ系のエルネストは、社会派写真家の展覧会で
出会って意気投合する。エステルはエリーズの娘で、シャルの姉である。エルネ
ストへの信頼を深めたエステルは、複雑な家族関係を打ち明けた。妹とは手をつ
ないだこともないという。エステルは、対立的でない他性の姿をエルネストに見
出し、その関係性の心地良さを貴重だと感じる。だが、エステルにはすでに同棲
相手がいた。
さらに、エステルはエルネストに心惹かれるものの、サブサハラ系の娘として、
割礼を受けていない相手に肉体的に抵抗を感じていた。
第6話「ハンサム」
バティスト（通称ボギュス）は母のファニーと二人暮らしである。タイトルの
ボ・ギュスとは、俗語フランス語でハンサムを意味する。ファニーはカメルーン
出身の移民で、貧しい中で一人でバティストを育てた。男たちに捨てられては酒
におぼれ、息子を虐待するすさんだ暮らしをしていたが、やがて改心して、まじ
めに働き、熱心に教会に通うようになった。
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バティストは、年頃になって自分が同性愛者であることに気づいた。深く悩み、
神に祈り、懺悔すると、司祭は母には告げるなと指示した。大学に進学して近所
の目から解放されたバティストは、初めて愛を知る。だが、自分への嫌悪感は拭
えぬままだった。
インタールード「君の足、私の足」
ビジューの話の続きである。恋した男は一文無しだという。ビジューは、結婚
するなら支配できる相手がいいと考えている。イニャスと結婚して、恋する男と
は不倫関係を続けるという方法もあるが、彼がそれを許さないだろう、袋小路に
入ってしまったという。電話先の友達は、占い師に頼れと忠告しているらしい。
テレビに出ている人気の宗教家がいると聞いて、ビジューは関心を示す。
第7話「それが愛」
バティストは、恋人と暮らしたいという思いにつき動かされて、母のファニー
に同性愛者であると打ち明けた。すると、母は悪魔祓いせよと迫った。バティス
トは家を出て、従姉のシャルの家に身を寄せた。
ファニーは3人兄弟の末っ子で、エリーズは姉にあたる。ファニーは高等教育
を受けず、美貌を武器にパリで遊び回っていた。バティストが生まれてからも素
行が改まらなかったので、エリーズはファニーと絶縁した。
シャルは、両親と姉のエステルの4人で暮らしてきたが、家庭内での扱われ方
に苦しんできた。シャルは母には庇護されたが、父や姉は彼女に触れようともし
なかった。優等生になって父レイモンの愛を得ようとしたが無駄だった。5年前
に父が死に、大陸に埋葬することになった時、シャルは同行しないと宣言して、
家を出た。以来、母親には居所も知らせていない。
今ではシャルは、『サンボの真の人生』というシリーズ童話の作家として、人
知れずキャリアを積んでいる。物語はきまって、サンボという名の7才の女の子
が、朝、目覚めるところから始まる。少女が寝室を出て食堂に行くと、家族が朝
食をとっている。彼らはサンボの方を向き、しばらく沈黙した後、話しかけてく
る。父は新聞を読んでいるが、その顔は見えない。日暮れて、娘が父の顔を見よ
うとするところで物語は終わる。サンボは、翌日も同じ場所で目覚めたいと望ん
で眠るが、朝起きるとそこは見知らぬ家族の家なのだ。
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シャルは、童話のことをアマホロに打ち明ける。アマホロは、展覧会に行った
り、ブランドの服を買ったりする気楽な人と思ってきたシャルが、悲しい童話を
書いていたと知って驚く。
一方、ミシェルからアマホロに電話がかかる。ミシェルは、アマホロが愛する
最後の男になろうと決心して、一緒に暮らそうと申し出た。
第8話「エリーズのためのブルース」
夫を亡くしたエリーズは、定年も間近である。エリーズがフランスに来たのは、
シャルを身ごもり、エステルが2歳の時だった。シャルが生まれて、夫婦はフラ
ンスに帰化した。夫の死後5年たって、エリーズはフレデリック（その出自は意
図して明示されていないが、これについては別稿にゆずる）という 15歳年下の
パートナーを見出した。彼がシャルの居所をつきとめる。
一方、エステルが電話で、エルネストと暮らすために引っ越したこと、シャル
が化粧品会社で働き始めて、自分のマンションを買ったことを告げる。エリーズ
はシャルのもとを訪ね、娘に出生の秘密を明かした。
かつてエリーズは、大陸の大学を出てソーダ会社に就職した。レイモンは、
ヨーロッパ系の保険会社に勤め、数少ないサブサハラ人幹部のひとりになった。
二人は愛し合い、結婚したが、名家のレイモンの一族が、エリーズの家柄などを
不服とした。エステルも生まれたが、レイモン一族は夫婦の仲を裂くべく攻撃を
続けた。そしてついに、レイモンのいとこがエリーズに暴行を働く。すべては一
族に帰するのだから、自分にもレイモンの妻を所有する権利があるとしたのだ。
やがて、エリーズの妊娠が明らかになり、レイモンは、妻の産むこどもはすべて
自分の子と認知すると宣言して、夫婦はフランスに移り住んだ。生まれたこども
が誰に似たかは一目瞭然だった…。母から秘密を打ち明けられたシャルは、大陸
に行って、レイモンの墓に詣でたいと告げた。その言葉に、エリーズは娘ともど
も幸せになれるだろうと涙する。
「エリーズのためのブルース」は、小説全体のタイトルでもある。ブルースと
は、アフリカ大陸から奴隷貿易によってアメリカ合衆国に連行された人々が、生
き延びるために創り出した音楽である。エリーズは、自身に何の非もないながら、
異郷の地に追われ、望まぬ子を産み育てた。今、娘の成長がエリーズの労苦に報
い、その言葉がブルースのようにエリーズを慰めている。
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ボーナス「ニュービアン・ラブ」─私たちの生活をバラックしよう！
ニュービアンとは、ネット社会に現れる厄介者を示す言葉だが、2009年に合
衆国大統領となったバラック・オバマと結びつけられている。アマホロは、オバ
マ夫妻に憧れて、Let’s Barack our lives! のかけ声をくり返す。バラック役をあ
てがわれたミシェルの受難の日々がコミカルに語られる。アマホロは、率先して
二人の住まいを探し出し、自分好みにしつらえた。新居に招かれた友人たちは、
ニュービアン革命を叫び、ニュービアン・デイズに乾杯した。
2．アフロピアンとは何か
小説の副題は、「アフロピアン・シークエンス　シーズン 1」となっている。
したがって、小説がアフロピアンをテーマにしていることは明らかだが、登場人
物がアフロピアンを自称することはない。エステルとエルネストはアフロピアン
という言葉を用いて議論しているので、その概念を共有するものと設定されてい
るが、その他のアフロピアンという表現は、語り手が他称として用いている。
以下では、小説において、フランスの黒人の意識、とりわけ、若いアフロピア
ンや移民の意識がどのように提示されているのかをテーマ別に分析しよう。
1）フランスという国
移民第一世代についていえば、ビジューは、ベンゲ（ドゥアラ語で「フランス」
の意）がタフな土地で、日々驚きの連続だと故郷の友達に報告する。移民の彼女
にとって、フランスは、収入と異文化体験をもたらす場所である。クワメにとっ
ては、フランスは、マライカとの結婚で在留許可を与えるだろう国である。
レイモンとエリーズにとって、フランスは、移民として渡り、後に国籍を得た
土地である。レイモンはフランス留学の経験もあり、フランスでの家族生活は
30年に及んだが、最終的には大陸で埋葬されることを望んだ。他方、エリーズ
は、夫の死後、パリで同郷の人との関係を結び直し、娘たちの暮らすフランスに
葬られてよいと考えている。フランスが終焉の地になるという意味で、エリーズ
はアフロピアンの前駆的存在といえるかもしれない。
一方、アフロピアンのシャルたちは、ボボと称される高学歴の若いブルジョワ
の生活様式を採用し、健康のためにスプラウトを食し、エコロジストとして
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ヴェリブ（＝パリ市の自転車レンタルシステム）を利用し、孤独を癒やすために
スピード・デートをする。それは、フランス白人のボボと変わるところがない。
だが一方で、エルネストは、「フランスでは、合衆国より黒人のプレゼンスの
歴史が浅い。アメリカ黒人にとって合衆国は自分の国だが、フランスの黒人は人
口的にも少数で、これから国内に場を創ることが必要だ」と考えている11)。ミ
アノは、「フランスのように、人々が地域的なアイデンティティを強く持ってい
る国では、黒人がフランス人であると主張することはそれほど簡単ではない」と
認識している12)。
このように、国内に黒人の場がない一方で、小説に登場するフランスの黒人は
誰も大陸への定住を考えていない。このことは、先述したケミットの活動家が、
アフリカへの帰還を唱えているのとは対照的である。アフロピアンは、フランス
に自分たちの場が十分確保されてはいないものの、かといって大陸へ帰還しよう
とはせず、あくまでフランスの地を生きる場所にしようとしているのだ。
とはいえ、エリーズはパリ西部でこどもを育て、娘たちは独立して、11区と
マレー地区に移動した。アカシャは北部から 20区に移動している。アフロピア
ンたちは、首都に点々と個々の場を築きつつあるといえるかもしれない。
2）アフリカ大陸との関係
移民第一世代についていえば、ビジューは、カメルーンとフランスをしきりに
往復している。
これに対して、エリーズ夫婦は、経済的理由からではなく、大陸の因習に抵抗
するため移民を余儀なくされたため、大陸との往来を断っている。
レイモンとエリーズというエリート同士の結婚は、二つの理由で反対に遭った。
一つは、エリーズの家系に女奴隷がいるというものだ。実際、エリーズの曾祖父
は、女奴隷を愛して自由の身にしてやり、彼女を正妻に迎えて、生涯一夫一婦を
貫いた。そのことをエリーズは立派なことだと考えていたが、レイモン一族は認
めなかった。二つ目は、エリーズが大学出であった点だ。学歴がある嫁は、夫や
親戚をないがしろにするというのが反対の理由だった。
だが、個人の意志を貫いて二人は結婚する。その婚礼の場で、レイモン一族は
悪口雑言をエリーズに浴びせて呪った。エステルが生まれた時は、キャリア・
ウーマンは信用できない、エリーズには愛人がいる、エステルがレイモンのこど
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もかどうか疑問だという風聞を流した。
そして、レイモンのいとこによる暴行事件が起こる。レイモンが相手を刑務所
送りにすると激高すると、いとこはこれが伝統だと言い切った。裁判沙汰になれ
ば、エリーズの方から自分を誘ったのだと主張すれば、その言辞に疑いを挟まれ
ることはないと豪語した。家族会議が開かれ、いとこを罰せよと主張するレイモ
ンに、一族は、レイモンがそれほどまでに自分の妻を愛するのならば、妻の産む
こどもはすべて自分の子と認めるのかと迫った。その後妊娠を知ったエリーズは
こどもをあきらめようとしたが、レイモンは反対し、夫婦は大陸を離れた。彼ら
にとって、移民という行為は、伝統や親族の圧力に屈せず、個人の愛を守り抜く
ための徹底抗戦の仕草だったといえる。
以来、夫婦はパリでの同郷の集まりさえ避けた。10年後、レイモンの母親が
死ぬと、彼はエステルのみを伴って、葬儀のため大陸を訪れた。さらに 20年後、
エリーズが夫の埋葬のため大陸に戻った。だが、夫の親族にとってエリーズは、
異郷の地でレイモンを殺した女でしかなかった。エリーズはついに大陸に居場所
を持たなくなってしまう。
一方、アフロピアンの場合、エステルは、祖母や父の葬儀に際して大陸に赴き、
当地の親戚とも一定の関係を保っている。
これに対して、シャルは大陸での経験をまったく持たない。自分をサブサハラ
人とは感じておらず、祖先の地に関心もなかった。父レイモンとの葛藤から、父
とは正反対の「コーカサス系（＝白人）」の男性と交際してきた。だが、ガエタ
ンを知り、エリーズから真実を打ち明けられて、心境が変化する。レイモンの墓
に詣で、大陸との関係を結び始めようとするのだ。
ミシェルの場合は、血統に関連して自分をサブサハラ人だと見なすこともある。
だが、黒人だからといって、だれかれなく父祖のアフリカの地に結びつけようと
するのは人種主義だと考えている。たとえば、ガエタンが少年時代を過ごした大
陸に執着するのは理解できるが、恋の相手まで大陸由来の人を求め続けることに
は納得していない。シャルと同様、ミシェルも大陸に暮らすつもりはない。「冬
もなく、鉄の塔もないところは嫌」なのである13)。
3）サブサハラとのつながり
エルネストは、奴隷貿易によってアフリカ大陸からカリブの地に運ばれた彼の
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先祖たちは、割礼の習慣を母なる大地に残してきたという。これに対して、「呪
術、信仰、リズムへの愛、辛いもの、デンプン質の食べ物｣14)などのサブサハラ
とのつながりは、カリブの地で生き延びるために必要不可欠だったがゆえに受け
継がれてきたという。そうであるなら、フランスの黒人たちは、大陸との絆をど
のように保ち、あるいは失っているのだろうか。
性意識
エステルは、男性は割礼をしている方が清潔で健康的だと考えてきた。大陸の
性意識がカメルーン系アフロピアンの女性を支配していることが示されている。
これに対して、エルネストは、割礼せずとも生き延びられたため、カリブの先祖
はこの習慣を失ったと考えている。エルネストはまた、今日のアフロデサンダン
の中には、大陸の伝統につながろうとして割礼に執着する人もいるが、自分はそ
うでないと言う。2人が、互いの他性を認め合ってこの対立を乗り越えたことは、
彼らが共同生活を始めたことに示されている。
バティストは、「大陸に同性愛はない」という言説を信じて、自分自身に罪悪
感を抱いてきた。母親がしばしば故郷の美しさを称えるので、バティストは、
「それならばなぜ向こうに戻らないのか。大陸で育っていたならば堕落を免れた
のに｣15)と思ってきた。「同性愛は西洋の堕落の所産であり、大陸は清浄で同性
愛は存在しない」という言説が、アフロピアンの同性愛者に無用な罪の意識を抱
かせているさまが描かれている。だが、恋人との愛が、バティストをカミングア
ウトへと導き、罪悪感から解放される気配が示される。
呪術､信仰
若い移民のビジューの場合、大陸に暮らしていた頃は、呪術への親和性は高かっ
たようである。フランスの呪物師については、大陸に較べて圧倒的に高くつき、
盗人のようだと批判している。
これに対して、小説に登場するアフロピアンが、大陸起源の呪術に関係すると
いう記述はない。マライカには、過去にさまざまな占いに依存して大金を失った
経験があって、以来占いに傾かぬよう強く自戒してきた。だが、婚約者への疑念
に苦しみ、今度は行動療法に走る。だが、いずれにしても大陸の呪術との関係は
見られない。
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信仰については、フランスの黒人と大陸由来の信仰との関係は描かれていない。
キリスト教について言えば、移民のファニー・エリーズ姉妹やビジューらが信心
している。ファニーは特に信心深い。エリーズは、妹が信心に凝り固まっている
ために、逆に教会を警戒してきた。息子の告白を受けたファニーは、悪魔払い
に走ろうとするなど呪術への傾きを示す。ビジューは、教会が地獄や最後の審判
やの話を持ち出して信者を脅すと批判的だが、テレビ出演する宗教家の話には興
味を示すなど、信仰についてあいまいな態度を示している。ファニーやビジュー
の場合、呪術や占いと信仰の境は判然としていない。
アフロピアンの中では、バティストが信仰心を示している。母の影響を受けて、
彼は教会で祈り続けてきた。同性愛の問題では、教会は他者には打ち明けぬよう
指導している。だが、バティストは、恋人との関係を深めるとともに、次第に信
仰と距離を置き、母にも真実を告げるに至る。また、彼は悪魔払いなどの呪術に
は拒否反応を示している。
音楽
大陸のリズムとヨーロッパの感性が融合した音楽は、小説のテーマの一つであ
る。エルネストは、ベルギー出身の音楽グループであるザップ・ママを評価して
いる。だが、ヨーロッパでは、身内の黒人ミュージシャンより、アフロアメリカ
ンの方が好まれると残念がる。
フランスの黒人の心を捉えているミュージシャンたちは、生まれや育ちは様々
だが、アフリカに父祖の起源を持っている点が共通している。その音楽は、登場
人物たちの暮らしと切り離せない存在である。たとえば、シャルは、誰にも邪魔
されないところでジャン＝ルイ・ミュラを聴く。アカシャにとって、ミリー・ジャ
クソンを聴くことはソウル・セラピーである。エリーズとレイモンはフランスで
の暮らしの中で、フランシス・ベベを聴き続けた。
食べ物
小説のアフロピアンたちにとって、大陸の料理はソウルフードである。アフロ
ペエンヌの4人組は、月一度、行きつけのレストランのワリ・ファイでアフリカ
料理を食べ、キンケリバのハーブティーで締めくくるのが習わしだ。
彼女たちが落ち込んで、ダイエットを無視しなければならないときには、とり
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あえずレストランでサブサハラの料理を食べる。気持ちが少し鎮まったところで
スーパーに行き、サブサハラの調理食やバオバブのジャムを買い込んで気分の回
復を図るという。
マライカが家で作るのはアフリカ料理である。クワメと出会ったのもアフリカ
食材の店だった。バティストの母の手料理も大陸のものばかりである。
おしゃれ・美容
フランスの黒人女性にとって、おしゃれや美容は重大な関心事である。
マライカは、婚約者にディヴィネアのネックレスを贈られて、女友達の羨望の
的となる。ディヴィネアの一点もののアクセサリーは、小説の若いアフロピアン
から熱烈に支持されている。その美しさは、「アフロピアンの息吹｣16)から生じ
たものだ。「バウレのブロンズ、種子、ガラス玉、螺鈿をミックスしたこれらの
ビジュー｣17)は、アフロピアンを生み出した諸世界をつなぎ、統一し、完成した
美しきものたちである。長い時を記憶し、しっかりと現代に足をおろしながら、
そのまなざしは未来に向けられている。「エスニックでバロックで現代的で、狂
おしくフェミニン｣18)なのだという。
髪型の問題も重要なテーマである。小説では、直毛の付け毛やカツラは、エ
リーズやビジューなどのサブサハラ出身の移民に支持されている。
これに対して、若いアフロピアンは全体としてナチュラル志向である。無理に
直毛にすることをやめ、短髪あるいは剃髪にして、自然な髪型に転向することを
「ビッグ・チョップ｣19)という。自己否定して直毛にしたりはしないという主体
性の表現として描かれている。マライカやシャル、エステルらが高校生でこれを
経験している。
他方、縮れ毛のまま放りっぱなしにした髪型は、「アフロテロリスト、あるい
は自由な女｣20)といった印象を持たれることが記されている。また、アフリカ風
に編み込んだ髪は、エスニックだとして職場で禁じられる場合も示されている。
4）サブサハラとカリブ
フランスの黒人におけるカリブとサブサハラの関係も多様に示されている。
アカシャの両親のジョルジュとマリアンヌは、移民第一世代で、大陸とカリブ
それぞれの伝統的観念や偏見の中で育ってきた。両者の対立関係がカップルの破
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局を招く。マリアンヌの生まれたカリブのマルチニックは、色の白さが社会的上
昇と結びつく土地柄である。マリアンヌはこの社会のあり方に批判的で、肌色
が問題にならないであろうアフリカ大陸の男性に憧れて、カメルーン出身のジョ
ルジュと結婚した。だが、マルチニックの一族は、大陸を未開の地と見なしてい
て、白さとは無縁の男との結婚を祝福しなかった。
他方、カメルーンのジョルジュ一族は、マルチニック人を、祖先のはっきりし
ない奴隷の子孫とみなしており、マリアンヌとの結婚を否認し続けた。そのため、
大陸から長老たちが交代で、パリのジョルジュ一家のもとに長期間押しかけては、
執拗にこの夫婦を脅かした。もともとカリブへの偏見に対して批判的でなかっ
たジョルジュは、次第に長老たちの影響を受けて妻を疎みはじめ、ついに夫婦関
係は破綻する。
両親の不幸を受けて、アカシャは、カリブ、サブサハラを問わず、アフロデサ
ンダンのパートナーを見つけて、母の理想を実現しようとした。アカシャは、父
よりもカリブ系の母をより近く感じていて、2話では、美容院の客にカリブ人か
と尋ねられて、肯定している。アカシャは、「サブサハラ人であれ、アフロデサ
ンダンであれ、男たちは、領土を失った黒いファラオンである。彼らを励まし輝
かせることがポト・ミタン（カリブ・クレオール語で「強い女」の意）たる自分
の使命だ｣21)と考え、愛を成就させたいと願ってきた。だが、理想のパートナー
だと思った人物に自身の女性性をも揺るがされて、人間不信に陥ってしまう。
一方、エステルとエルネストは、割礼をめぐるサブサハラとカリブの対立を相
互理解によって乗り越える。
5）アメリカ大陸
小説では、若いアフロピアンが、アフロアメリカンの文化に関心を抱いている
さまが描かれている。登場人物の好むミュージシャンの中には、ミリー・ジャク
ソンなどのアフロアメリカンがいる。マライカは、アフロアメリカンのテレビ番
組「ソウルフード」がお気に入りである。
とりわけ小説では、オバマ大統領誕生に対する、フランスの黒人の喜びが描か
れている。オバマ勝利の翌日、パリの黒人は、普段なら不審がられることを恐れ
てたむろしないところを、街頭に出て、互いにほほえみ、ウインクを交わし合っ
た。それはまるで、一夜にして黒人が黒人でなくなったかのようだったという。
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ガラスの天井を設けていたのは自分たち自身だったと考え直したかのようだった。
「バラックは世界を変えられないが、彼は自分に期待されていたことをやり遂げ
た」とミシェルは思う22)。アマホロは、大統領選の勝利宣言をユーチューブで
見るたびに感動して泣いた。黒人大統領の実現が、大陸を越えて、フランスの黒
人を強く励ましているさまが描かれている。
アマホロは、オバマ夫妻を手本にして、完全に平等な黒人カップルの暮らしを
実現しようとする。一方、ミシェルは、バラックにならってトップを目指せだの、
人前でも妻を見つめて愛を告白せよだのと迫られてはたまらない、被害甚大だと
嘆息している。
さらに、ミシェルはオバマの勝利の裏面についての議論を持ち出す。それは、
オバマ大統領の出現が、世界中の黒人を勇気づける一方で、黒人の白人化、すな
わち、黒人のアイデンティティの否定をもたらすというものだ。これまでミシェ
ルたちは、ヨーロッパ人であっても、黒人であり続けてきた。マスタードより唐
辛子を、チェロよりバスケを好んできた。この黒人のアイデンティティを保とう
とする数百年の努力を、バラックは打ち砕いたというのだ。ニュービアンには、
「白人の血が流れているが、外見は黒人と見なされる新しい世代の人」という意
味もある。ミシェルは、バラックに、白人文化を自らの血肉としたニュービアン
の姿を認めているといえる。
6）複数の言語
小説では、フランスの黒人の多様性が、言葉のレベルでも示されている。
移民については、そろってフランス語を理解している。このうち英語圏サブサ
ハラ出身のクワメは、英語の方が堪能である。彼の英語なまりのフランス語が、
以下のように表記されて、コミカルな効果を出している。
Ex. Dé quoi tou as peur (De quoi tu as peurのかわりに). 何を怖がっているの？23)
動揺したクワメが、思わず英語でマライカに語りかける場面は、英語で表記さ
れ、欄外にそのフランス語訳が示されている。
民族語については、エリーズ夫婦もビジューもドゥアラ語から切り離されては
いない。
そして、ビジューの語りは、英仏両語が公用語であるカメルーンで話されてい
るカムフラングレで表わされている。以下に、インタールードで示されたビジュー
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のカムフラングレの特質を整理してみよう。
a）｢君の足は私の足」などの民族語のことわざをフランス語にして、巧みに引用
している。
b）フランス語の文にドゥアラ語の単語を混ぜる。
Ex. Tu es ngué ? 物入りなの？
c）フランス語の文にドゥアラ語化した英語を混ぜる。
Ex. Je komot(< come out )avec ce type. 私はこの人とつきあっている。
d）フランス語の文に英語の単語を混ぜる。
Ex. Je know( saisのかわりに). 私は知っている。
e）英語の動詞の原型にフランス語の活用語尾を加えて主動詞とする。
Ex. Je knowais( savaisのかわりに)que ~ . 私は知っていた。
f ）フランス語動詞の過去分詞形の代わりに、英語の原形を用いる。
Ex. On est go( alléのかわりに)chez lui. 私たちは彼の家に行った。
これらの表現は、コミカルな効果とともに、若い移民女性のバイタリティをい
きいきと感じさせるものとなっている。
一方、アフロピアンの登場人物は、フランス語と英語を理解できるが、フラン
ス語の方がより堪能であり、支持してもいる。フランス語能力の低いクワメに、
マライカの女友達の評価は厳しい。マライカも、婚約者にフランス語を上達して
ほしいと願っている。
一方、彼らはドゥアラ語などの大陸の言葉からは切り離されている。エリーズ
夫婦は、娘たちに聞かせたくない話しをするときだけドゥアラ語を用いたので、
両親の故郷の言葉は、娘たちには秘密の言語として封印されている。
また、クレオール語については、クレオールで歌われるジャズの歌詞がそのま
ま、訳なしに引用されている。登場人物が、クレオールを理解しないものの、自
分なりに想像をめぐらせてジャズを聴いている場面に、その引用は現れる。
おわりに
小説では、シャルをのぞく女性たちは、アフロピアンも移民も、サブサハラ人
やアフロデサンダンをパートナーにしている。まさしく、フランスにおける黒人
の世界が描かれているといえる。これに対して、黒人しか登場しないことをもっ
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て、反白人の小説だという批判もなされた24)。出版社が当初「普遍的な人物が
描けていない」として出版に二の足を踏んだのも、同様の理由からであったよう
だ。そこには、人種を超えた恋愛こそが普遍的なテーマだという固定観念がうか
がえる。だが、批評家や出版社の思惑を裏切って、読者はまさにその点を支持し、
小説に『エル』読者大賞を与えたといえる。
ところで、ミアノによれば、アフリカに祖先を持つ人たちは、自分自身フラン
スに生まれ、その両親もまたフランス生まれであっても、あいかわらず「移民の
第3世代」などと呼ばれ、フランス人とは認められないという25)。フランスの黒
人をひとからげに「移民」というカテゴリーに分類し、異邦人として排除しよう
とする傾きに対して、ミアノは異議を申し立てる。実生活においてミアノはフラ
ンスで娘を育てており、その娘を「若いアフロピアン」と呼んでいる。そして、
「娘がフランスで正当な存在と認められるよう、自分は母としてあらゆることを
行う義務がある」と語っている26)。
本小説では、アフロピアンという概念を持ち込むことによって、移民第一世代
と後続世代との連続性と差異を示し、フランスの黒人、とりわけアフロピアンを、
社会統合されるべき存在として示そうとしたのではないだろうか。
実際、小説に登場する若いアフロピアンたちは、すでに社会統合を果たしてい
て、同輩のフランス白人と変わらぬ生活を送っているように見える。彼らは、両
親や先祖が大陸やカリブの出身だという意味で、自身をサブサハラ人やカリブ人
だと認める場合があるものの、ケミットとして大陸に帰属しようとはしない。か
といって、声高に自分はフランス人であると主張することもない。アフロピアン
という語を自らに用いる者もいない。むしろ、自身の帰属を云々しない、議論の
不在が登場人物の特徴だとさえいえる。
しかしだからといって、彼らが社会的にフランス白人と全く異ならない存在だ
ともいえない。身体上の差異に対する偏見などが、白人多数派のフランス社会で
黒人に困難を課していることは、小説から伺える。だが、それらの問題が正面きっ
て告発されることはない。
このように、一見何の不自由もなく、自由を謳歌しているかに見える若いアフ
ロピアンたちだが、実は、それぞれが深刻な悩みを抱えている。登場人物は、ミ
アノ言うところの「文化的雑種性｣27)を生きている。ヨーロッパ、アフリカ、カ
リブに複数のアイデンティティの根を下ろし、多様な文化の混交を自らの個性と
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している。だが、諸大陸にまたがる文化の混交は、必ずしも平和裏になされるも
のではない。カリブとアフリカの対立を取り上げることは、ミアノ文学の特質の
一つだが、本小説では、双方の偏見や文化の違いが、カリブ系と大陸系の移民の
結婚を破局に導いたり、アフロピアンの恋愛に影を落としたりする。
最も問題が深刻なのはシャルの場合である。アフリカ大陸の因習が、一組の夫
婦を移民へと押しやり、その事態に全く責任のないこどもが、愛されないという
実存の苦しみを受け続ける。
「泥」は、ミアノの作品にくり返し現れるイメージの一つである。この小説で
は、泥は人を窒息させ溺れさせる物質であり、大陸の因習のメタファーでもある。
泥を逃れてヨーロッパに移ったレイモンは、その泥を変化させえることを願って、
生まれたこどもにシャル（粘頁岩）という名を与える。エリーズもまた、「生涯
全力を尽くして、泥を変容させようとした｣28)。そして、娘は、精神的にも経済
的にも自立して、自分の人生を生きはじめ、粘頁岩となる。それを知って、出生
の秘密を明かした母に、娘は、自分が生物学上の父親と似ているかとたずねた。
エリーズは、シャルはシャル自身にしか似ていないと答える。娘は、亡き養父と
和解する心境に至り、母もすべての責任から解放されたと感じて、新しい人生に
踏み出そうとする。父祖の大陸の記憶がなく、カリブの島にも碇を下ろさず、誰
に似ていなくとも、独立し、自分の人生を生きているシャルは、ミアノの考える
アフロピアンの象徴ではないだろうか。
アフロピアンたちは、それぞれの深刻な状況を、愛の力で乗り越えていく。大
陸に関心のなかったアフロピアンの女性は、大陸に根降ろししようとする白人男
性の愛の力で、大陸に心を向け始める。アフロピアンと移民の社会的立場の違い
から生ずる誤解は、真摯な告白によって解消される。そして、彼らの愛のため
の戦いは、北米大陸から強い追い風を受けている。オバマ旋風がヨーロッパに
も吹き、アフロピアンに大きな希望を与え、小説全編を暖めている。
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